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１．緒言 

 現在の日本は子供の運動実施率の低下が著しく、この現状が問題視されている。子供の

運動実施率の低下が問題視されている理由は、子供の頃の運動実施が将来の健康状態に大

きく関わるからである。この現状の中で大阪府では、府全体の目標として 28年度末までに

「スポーツ王国の創造」を実現するために 6つの項目をあげ、目標数値を設定している。 

表 1 大阪府スポーツ推進計画の指標   

出典：大阪府・大阪府教育委員会（2012）「大阪府スポーツ推進計画～大阪スポーツ王国の創造～」 

私たちはこの 6つの項目の中から「児童(小学校 5年生)を対象とした、体育授業以外での

運動の実施率（週３日以上）」を目標の数値に達するような施策を提案する。 

 

２．現状の課題 

子供の運動実施率低下により、肥満や骨密度の低下など様々な問題が起こっている。子

供の頃の肥満は将来大人になった際に生活習慣病になるリスクが上がる。また、骨密度が

低ければ、骨粗鬆症の発生リスクが高まる。 

表２ 骨密度のピークと骨粗鬆症の危険 

 

出典：読売新聞・YOMIURI ONLINE（2015年 10月 16日） 



 表２のように骨密度のピークは 18～20歳頃であり、そこから高くなることはない。した

がって、18歳になるまでの骨密度の蓄積がとても重要となる。しかし、現在の日本では食

生活の変化や児童の遊び場の外離れ、女子の痩せが未だに問題になっている（国立健康・

栄養研究所,2004）。このことを解消するために、食生活の改善も当然だが、子供の運動実

施率向上が重要な役割を担う。子供の運動実施率低下の要因として、以下の 3項目が考え

られる（公益財団法人日本レクリエーション協会,2013）。 

⑴ 学校外の学習活動や室内遊び時間の増加による、外遊びやスポーツ活動時間の減少 

⑵ 空き地や生活道路といった子供達の手軽な遊び場の減少 

⑶ 少子化や学校外の学習活動などによる仲間の減少 

このように少子高齢化による子供の遊び場の減少や、学習塾やピアノなどの習い事など、

「スポーツ＜教育」といった現在の家庭環境が結果的に子供の運動実施率を低下させてい

るのである。しかし、家庭環境を運動実施率向上のために変化させることは困難である。 

 

３．研究目的 

私たちはこの 6つの項目の中から「児童(小学校 5年生)を対象とした、体育授業以外での

運動の実施率（週３日以上）」の目標数値を達成するため、小学校内における体育授業以外

での運動実施率の向上を大阪府へ提言する。 

 

４．調査方法と考察 

本研究における提言を述べるために、私たちは大阪経済大学がある東淀川区にある大隅

東小学校と大隅西小学校の２校にアンケートを実施した。100 枚配布し、91 回収。回収率

91％。アンケート内容は以下の内容である。 

スポーツをよく行うかという問いに対し、「はい」と答えたのは男子 85％女子 43％。普

段どんなスポーツをするかという問いに対し、「バスケットボール」と答えた生徒は男子

24％女子 33％と、共に最も人気が高かった。スポーツをよく行うかという問いに「いいえ」

と答えた生徒に対し、なぜ運動を行わないのかという質問項目を設けると、「楽しくない」

「運動が苦手」「時間がない」という 3つの回答が多くを占めていた。 

 

５．大阪府に対する政策提言 

 私たちは小学５年生の体育授業以外での週3日以上の運動実施率の向上のために以下の1

～4を提言する。 

 

5.1. 朝礼時に全校生徒でラジオ体操 

多くの小学校では、週 1 回朝礼が行われている。その週 1 回行われている朝礼でラジオ

体操を行い、子供の運動実施を向上させるだけでなく、朝に体を動かすことによって脳の

働きを良くすることが目的である。しかし全校生徒でラジオ体操をするためには 2 つの問



題が発生してしまう。大音量で音楽を鳴らさなければならないので、早朝の騒音問題と、

体育着に着替えてから朝礼を行わなければならないことが挙げられる。この 2 つの問題を

解決するために、いくつかのグループに分かれて小さな音で体操を行い、騒音問題に対応

し、朝礼の日は体操着での登校を許可し、時間を短縮するといったことも同時に提案する。 

 

5.2. 雨天時の休憩時間に体育館を開放 

雨天時には学校の運動場が使用禁止になり、

子供が休み時間に運動をする場がなくなって

しまう。これは単純に子供たちが遊べなくな

ることと同時に、運動場で遊ぶことができな

くなった生徒が教室で騒ぎ、結果的に怪我に

繋がってしまう恐れもある。ここで私たちが

提言するのは、雨天時の休憩時間に体育館を

開放し、子供たちの遊び場を確保するという

ことである。これを行うことによって運動実施率を上げるとともに、生徒たちのストレス

を解消する場を与えることが出来る。しかし、ただ体育館を開放することで運動実施率を

上げることは難しいことである。これを打開するために生徒に雨天時だけの楽しみという

印象を植え付ける。小学生に実施したアンケート結果（表 3）から、バスケットボールが人

気なことがわかる。この結果から、雨天時の休憩時間に体育館をバスケットボールが出来

るように開放し、雨天時だけの楽しみという印象を生徒に植え付け、できる限り多くの生

徒に運動を実施してもらう。これにより全体的な運動実施率の向上を狙う。 

 

5.3. スポーツ教室作戦 

週に一回、体育の授業とは別にスポーツ教室

の時間を設ける。このスポーツ教室では、様々

なスポーツに触れ合い、生徒一人ひとりにあっ

たスポーツを見つけてもらうことによって運動

が嫌いな生徒に少しでも運動するという楽しさ

を知ってもらうことが狙いである。運動が嫌い

な生徒に対してなぜ運動が嫌いなのかというア

ンケートを行った結果、「楽しくないから」とい

う回答が多くを占めている。小学校の体育の授

業はカリキュラムが設定され、決まったスポー

ツしか行わない。この結果、偏ったスポーツを実施することになり、「楽しくない」と感じ

る生徒が多いと考えられる。この現状を打開するためにスポーツ教室では事前に生徒にア

ンケートを実施し、そのアンケート結果からスポーツ教室で行う種目を決める。しかし、
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小学校で行うことが出来るスポーツは限られる。例えば、表４のアンケート結果で人気が

高かったテニスはコートがないと種目を行うことが出来ない。大阪府の小学校でテニスコ

ートを完備している校舎はあまりない。 

しかし、この問題は類似しているスポーツを探し、種目に追加することによって解消する

ことが出来る。例にあげたテニスの類似種目としてあげられるインディアカは、テニスと

バレーを混合させたような種目であり、バドミントンのコートを使用して行うことができ

る。このように様々な工夫を凝らし、生徒たちに様々なスポーツと触れ合ってもらう。 

 

5.4. 休み時間作戦 

小学校の休憩時間で一番長い昼休みを

使用し、週２で運動をする。表５の小学生

に対するアンケート調査の結果から、女子

のスポーツをしない割合が多いことがわ

かった。ここで私たちが提言するのは「だ

れでも・簡単に・楽しく」行えるスポーツ、

例えばポートボールなどを休憩時間に実

施することである。このことによってスポーツに対する好感度を高め、普段の運動習慣

の向上につなげるとともに、さまざまなスポーツに挑戦する意欲も高めていく。 

 

6. 結論 

 今回、私たちが出した提言を行うことによって、運動実施率が上がるだけでなく、子供

たちの中で対話が生まれ、新たなコミュニケーションを育むことができる。また、適度に

体を動かすことによって集中力が向上し、学力向上にも繋がることが期待できる。しかし、

今回の提言を達成するには、小学校や保護者の協力が必要不可欠である。今後は子供の将

来の健康ために運動することが重要であるかを知ってもらうため、講演会や説明会を行う

ことが必要である。 
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